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一　

縄
文
時
代
の
五
所
川
原

縄
文
海
進
と
古
十
三
湖

　

今
か
ら
お
よ
そ
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
の
縄
文
時
代
草
創
期
以
降
、
気
候
の
温

暖
化
が
進
み
、
特
に
早
期
か
ら
前
期
に
か
け
て
は
気
温
が
現
在
よ
り
も
暖
か
く

年
平
均
で
二
度
ほ
ど
高
く
、
海
水
面
は
二
～
五
ｍ
ほ
ど
上
昇
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
当
地
域
で
は
今
よ
り
も
内
陸
深
く
ま
で
湖
水
が
浸
入
し
、
十
三

湖
は
今
よ
り
ず
っ
と
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
南
限
は
現
在
の
五
所
川
原
市

街
地
の
辺
り
か
ら
、
お
よ
そ
五
能
線
に
沿
っ
た
範
囲
ま
で
内
湾
の
「
古こ

じ
ゅ
う
さ
ん

十
三

湖こ

」
が
達
し
て
い
ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
こ
う
し
た
現
象
を
「
縄じ

ょ
う
も
ん
か
い
し
ん

文
海
進
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
海
進
の
状
況
、
海
岸
線
の
範
囲
を
示
す
の
が
貝
塚

の
分
布
で
す
。
当
地
域
の
貝
塚
に
は
、
オ
セ
ド
ウ
貝
塚
（
五
所
川
原
市
相
内
）、

深ふ

郷こ
う

田だ

遺
跡
（
中
泊
町
中
里
）、
田た

ご

や

の

小
屋
野
貝
塚
（
つ
が
る
市
木
造
）、
石い

し
が
み神

遺

跡
（
つ
が
る
市
森
田
）
な
ど
が
知
ら
れ
、
津
軽
平
野
を
囲
む
台
地
縁
辺
部
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貝
塚
は
今
か
ら
六
〇
〇
〇
～
五
〇
〇
〇
年
ほ
ど
前

の
縄
文
時
代
前
期
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
に
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
な
ど
、
海
水
と

淡
水
が
混
じ
っ
た
い
わ
ゆ
る
汽き

水す
い

産
の
貝
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

つ
ま
り
、
津
軽
地
域
に
貝
塚
が
作
ら
れ
た
縄
文
時
代
前
期
に
は
、
貝
塚
の
周
辺

に
汽
水
域
（
古
十
三
湖
）
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
人
々
が
暮
ら
す
環
境
が
現
代
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
縄
文
時
代
後
・
晩
期
に
な
る
と
、
複
数
回
の
寒
冷
期
が
あ
っ
た
と

さ
れ
、
冷
涼
で
湿
潤
化
し
た
気
候
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

降
、
海
水
面
の
低
下
（
海か

い
た
い退

）
や
岩
木
川
に
よ
る
土
砂
の
堆
積
に
よ
っ
て
、
古

十
三
湖
が
序
々
に
縮
小
し
、
現
在
と
余
り
変
わ
ら
な
い
地
形
と
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

縄
文
晩
期
の
東
北
地
方
北
部
は
亀
ヶ
岡
文
化
と
呼
ば
れ
、
優
れ
た
造
形
の
土

器
、
土ど

偶ぐ
う

・
石
棒
な
ど
の
祭
祀
具
、
勾ま

が
た
ま玉
・
丸
玉
・
耳
飾
り
な
ど
の
装
身
具
な

ど
高
度
な
文
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
当
市
で
は
観か

ん
の
ん
ば
や
し

音
林
遺
跡
・

千せ
ん
が
り苅

（
１
）
遺
跡
・
五そ

と
め

月
女
萢や

ち

遺
跡
な
ど
、
亀
ヶ
岡
文
化
を
代
表
す
る
遺
跡
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。（
五
所
川
原
市 

一
九
九
八
・
青
森
県 

二
〇
一
三
）

二　

古
代
の
五
所
川
原　

１　

五
所
川
原
須
恵
器
の
生
産
と
流
通

　

当
地
域
の
目
覚
ま
し
い
発
展
は
、
本
州
最
北
と
さ
れ
る
五
所
川
原
須す

え

き
恵
器
窯

の
生
産
が
開
始
さ
れ
る
平
安
時
代
中
期
以
降
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘

調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
、
津
軽
地
域
で
古
代
の
遺
跡
数
（
集
落
跡
）
が
増
加
す

る
九
世
紀
後
半
以
降
に
、
五
所
川
原
市
域
に
お
い
て
須
恵
器
生
産
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
五
所
川
原
市
の
南
東
部
、
前ま

え

田だ

の

め
野
目

五
所
川
原
市
の
な
り
た
ち
と
地
名
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川
流
域
の
丘
陵
先
端
部
に
須す

え

き
恵
器
窯が

ま

が
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

年
代
を
追
っ
て
見
て
い
く
と
、
最
も
古
い
九
世
紀
後
半
に
須
恵
器
生
産
が
始

ま
っ
た
の
は
、
高こ

う

野や

地
区
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
九
世
紀
末
～
一

〇
世
紀
初
め
に
は
持も

っ

子こ

沢ざ
わ

地
区
で
須
恵
器
生
産
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

一
〇
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
に
な
る
と
、
次
第
に
燃
料
と
な
る
薪
の
供
給
の
不
足

に
よ
っ
て
、
前ま

え

田だ

の

め
野
目
川
上
流
の
前
田
野
目
地
区
へ
と
生
産
拠
点
を
移
し
、
一

一
世
紀
に
は
生
産
が
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
生
産
さ
れ
た
主
な
器
種

に
は
、
坏つ

き

・
皿
の
食
膳
具
、
鉢
・
長ち

ょ
う
け
い
こ

頸
壷
・
広
口
壺
・
中
甕
・
大
甕
の
貯
蔵
具

が
あ
り
ま
す
が
、
食
膳
具
中
心
か
ら
貯
蔵
具
中
心
へ
と
時
代
が
降
る
に
し
た
が

っ
て
、
生
産
体
制
が
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

五
所
川
原
産
須
恵
器
が
出
土
し
た
遺
跡
を
み
る
と
、
操
業
当
初
は
五
所
川
原

市
周
辺
の
津
軽
平
野
及
び
陸
奥
湾
周
辺
な
ど
窯
跡
周
辺
を
中
心
に
流
通
し
て
い

ま
す
が
、
後
半
に
な
る
と
、
南
は
秋
田
県
鹿
角
市
・
大
館
市
、
岩
手
県
久
慈
市

を
結
ぶ
北
緯
四
〇
度
ラ
イ
ン
、
北
は
北
海
道
道
央
部
及
び
道
南
を
中
心
と
す
る

北
海
道
全
域
に
五
所
川
原
産
須
恵
器
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
森
県
だ

け
で
な
く
、
北
海
道
に
ま
で
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
に
生
産
さ
れ
た
特
異
な
窯

跡
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

五
所
川
原
産
須
恵
器
の
生
産
と
流
通
は
、
律
令
国
家
の
支
配
が
及
ば
な
い
北

方
社
会
の
交
易
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
す

（
青
森
県 

二
〇
〇
五
）。

２　

十
三
盛
遺
跡
と
津
軽
平
野
の
開
拓

　

五
所
川
原
市
街
か
ら
北
方
二
㎞
の
岩
木
川
右
岸
に
位
置
し
、
岩
木
川
と
十
川

に
挟
ま
れ
た
標
高
六
ｍ
ほ
ど
の
水
田
地
帯
で
十じ

ゅ
う
さ
ん
も
り

三
盛
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
津
軽
平
野
の
低
地
部
に
す
で
に
古
代
か
ら
大
規
模

な
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
名
で
あ
る
「
十
三
盛
」
は
か
つ
て
円
墳
状
の
盛
土
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

名
称
に
由
来
し
て
お
り
、
本
来
は
河
川
沿
い
の
自
然
堤
防
や
微
高
地
上
に
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
年
代
は
平
安
時
代
後
期
の
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
一

世
紀
代
で
す
。
集
落
の
周
囲
を
大
溝
で
区
画
し
て
お
り
、
内
部
に
は
外が

い
し
ゅ
う
こ
う

周
溝
を

伴
う
建
物
跡
が
整
然
と
配
置
さ
れ
た
計
画
性
の
高
い
集
落
で
、
最
大
時
に
は
少

な
く
と
も
東
西
三
六
〇
ｍ
に
も
及
ぶ
大
規
模
な
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
重
複
も
多
く
、
集
落
の
存
続
期
間
も
比
較
的
長
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
土
遺
物
で
特
筆
す
べ
き
は
、
多
量
に
出
土
し
た
木
製
品
で
す
。
木
製
品
に

は
農
具
・
工
具
・
漁
労
具
・
紡
錘
具
・
繊
維
処
理
具
・
食
事
具
・
容
器
な
ど
の

日
常
生
活
品
が
多
量
に
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
檜ひ

扇お
う
ぎや

人ひ
と
が
た形

・
形か

た
し
ろ代

・
斎い

串ぐ
し

な
ど
の
律
令
祭
祀
具
も
出
土
し
て
お
り
、
律
令
国
家
の
支
配
が
及
ば
な
い
当

地
域
で
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
集
落
だ
っ
た
の
か
、
或
い
は
社
会
を
形

成
し
て
い
た
の
か
非
常
に
興
味
深
い
遺
跡
で
す
。

　

さ
ら
に
、
遺
跡
の
古
環
境
復
元
の
研
究
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
遺
跡
（
集
落
）
が
形
成
さ
れ
る
以
前
は
低
湿
環
境
に
あ
っ
た
も
の
が
、
遺

跡
の
基
盤
を
な
す
土
砂
が
堆
積
し
た
こ
と
で
周
辺
が
陸
地
化
し
、
集
落
を
営
む

環
境
が
整
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
同
時
期
の
遺
跡
と
し
て
、
つ
が

る
市
石い

し
が
み
じ
ん
じ
ゃ

上
神
社
遺
跡
・
久く

め米
川が

わ

遺
跡
・
松ま

つ
え
だ枝
遺
跡
・
懸か

け
が
わ川
遺
跡
が
知
ら
れ
て
お

り
、
岩
木
川
左
岸
の
自
然
堤
防
上
あ
る
い
は
微
高
地
上
に
あ
り
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
後
期
に
は
、
津
軽
平
野
の
低
地
に
古
代
集
落
が
数
多

く
形
成
さ
れ
、
さ
ま
ざ
な
生
産
活
動
（
水
田
耕
作
・
植
物
栽
培
・
内
水
面
漁

業
・
鉄
生
産
）
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
（
青
森
県
教
育
委

員
会
二
〇
一
三
）。

三　

中
世
の
五
所
川
原

下
ノ
切
通
と
中
世
城
館

　

岩
木
川
河
口
に
位
置
す
る
十
三
湊
（
五
所
川
原
市
十
三
）
と
津
軽
平
野
内
陸

部
に
通
じ
る
ル
ー
ト
に
は
、
水
路
と
陸
路
が
あ
り
ま
す
。
水
路
は
言
う
ま
で
も

な
く
岩
木
川
で
あ
り
、
大
正
時
代
ま
で
は
内
陸
部
に
物
資
を
運
搬
す
る
主
要
な

交
通
手
段
と
し
て
岩
木
川
舟
運
が
あ
り
ま
し
た
。
十
三
湊
か
ら
岩
木
川
を
遡
っ

た
中
流
域
に
は
、
十
三
湊
を
支
配
し
た
安
藤
氏
と
の
関
係
が
深
い
三さ

ん

世ぜ

じ寺
（
弘

前
市
）
や
藤ふ

じ
さ
き崎

（
藤
崎
町
）
が
あ
り
、
川か

わ
み
な
と湊

と
し
て
も
栄
え
て
い
ま
す
。

　

三
世
寺
は
安
藤
氏
が
信
仰
し
た
寺
院
跡
が
あ
り
、
藤
崎
に
は
安
藤
氏
が
拠
点

と
し
た
藤
崎
城
跡
が
存
在
す
る
な
ど
、
一
帯
は
津
軽
平
野
内
陸
部
の
安
藤
氏
の

活
動
拠
点
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
世
に
は
十
三
湊
と
津
軽
平
野
内
陸
部
を
結
ぶ
岩
木
川
水
系

の
水
運
は
活
発
に
展
開
し
て
お
り
、
安
藤
氏
が
岩
木
川
水
運
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
藤
崎
か
ら
十
三
湊
へ
通
じ
る
陸
路
に
は
、
江
戸
時
代
初
め
に
は
す

で
に
「
下し

も
の
き
り
ど
お
り

ノ
切
通
」
と
呼
ば
れ
た
街
道
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
下
ノ
切
通

は
津
軽
半
島
の
脊せ

き
り
ょ
う梁

で
あ
る
津
軽
山
地
の
西
端
、
台
地
縁
辺
部
に
沿
っ
て
南
北

に
伸
び
て
い
ま
す
。
現
在
の
国
道
三
三
九
号
と
一
部
で
重
な
り
な
が
ら
、
藤
崎

～
原
子
～
飯
詰
～
金
木
～
中
里
を
経
て
、
十
三
湖
北
岸
の
相
内
、
さ
ら
に
は
小

泊
へ
と
通
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
下
ノ
切
通
の
道
筋
に
は
、
五
所
川
原
市
街
地

か
ら
南
東
八
㎞
に
あ
る
原は

ら
こ
じ
ょ
う

子
城
跡
、
北
東
五
㎞
に
あ
る
飯い

い
づ
め
じ
ょ
う

詰
城
跡
な
ど
の
中
世

城
館
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
城
館
は
下
ノ
切
通
の
道
筋
を
抑
え
つ
つ
、
陸
奥
湾
に
抜
け
る
陸
路

が
交
差
す
る
陸
上
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
お
り
、
領
域
支
配
の
拠
点
と
し
て

発
展
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
中
世
の
五
所
川
原
は
、
市
街
地
か
ら
み
て
東
方
の
梵
珠
山
丘
陵

の
西
端
部
、
下
ノ
切
通
沿
い
の
城
館
を
中
心
と
し
た
地
域
に
お
い
て
、
集
落
が

形
成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
榊
原 

二
〇
〇
四
）。

四　

津
軽
郡
中
名
字
と
地
名

　

天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
四
）
浪
岡
北
畠
の
手
に
な
る
と
い
わ
れ
る
「
津つ

軽が
る
ぐ
ん郡
中ち

ゅ
う
な名
字あ

ざ

」
は
津
軽
最
古
の
村
名
帳
と
し
て
有
名
で
す
。
一
六
世
紀
半
ば
の

津
軽
地
方
の
地
名
研
究
に
欠
か
せ
な
い
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
書
は
北
畠

家
が
叙じ

ょ
し
ゃ
く爵
に
関
連
し
て
中
央
の
山
科
家
に
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
津
軽
を
奥お

き
の
り
ぐ
ん

法
郡
、
馬
郡
、
江え

る

ま
流
末
郡ぐ

ん

、
平
賀
郡
、
田
舎
郡
、
鼻
和
郡
の
六

郡
と
東あ

ず
ま
そ
と
の
は
ま

卒
都
浜
、
北
浜
に
分
け
て
二
四
三
カ
村
の
村
名
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

村
名
の
表
記
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
現
在
と
比
定
し
が
た
い
村
名
も
あ
り
、

ま
た
実
在
が
確
実
な
村
名
が
欠
け
て
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
原
本
は
伝
わ
ら
ず
、

筆
写
を
重
ね
る
う
ち
に
加
筆
、
増
補
、
潤
色
さ
れ
歴
史
的
事
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
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記
事
な
ど
も
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
奥
法
郡
、
馬
郡
、
江
流
末
郡
の
三
郡
は
中
世

史
料
に
所
見
が
な
い
な
ど
、
そ
の
存
在
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
津
軽
郡
中
名
字
」
に
記
さ
れ
た
市
内
の
村
々
は
次
の
八
カ
村
で
す
。

奥
法
郡　
　
　

圓ま
り
の
さ
わ澤　
　

原は
ら

子こ　
　

飯い
い
づ
め積　

小お

だ田
川が

わ　

忌き

ら来
市い

ち

江
流
末
郡　
　

十と
さ
の
み
な
と

三
湊　

鮎あ
ゆ
う
ち
が
わ

内
川　

誘い
さ
ま
つ松

五　

新
田
開
発
と
地
名

１　

弘
前
藩
の
新
田
開
発

　

弘
前
藩
の
新
田
開
発
は
、
主
と
し
て
津
軽
平
野
と
青
森
平
野
で
展
開
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
開
発
の
時
期
は
、
一
般
に
次
の
四
期
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
第
一
期　

開
発
奨
励
期
（
初
代
藩
主
為
信
～
三
代
信
義
）　　

・
第
二
期　

積
極
的
推
進
期
（
四
代
信
政
）

・
第
三
期　

開
発
休
止
期
（
五
代
信
寿
～
七
代
信
寧
）

・
第
四
期　

廃
田
復
興
期
・
小
新
田
開
発
期
（
八
代
信
明
～
一
二
代
承
昭
）

　

第
一
期
の
開
発
奨
励
期
に
は
、
武
士
で
も
百
姓
で
も
そ
の
身
分
を
問
わ
ず
、

自
力
（
開
発
資
金
を
自
己
負
担
）
で
開
発
し
た
場
合
、
開
発
し
た
田
畑
か
ら
は

三
～
五
年
間
は
年
貢
を
免
除
す
る
こ
と
、
百
姓
で
実
績
を
上
げ
た
も
の
は
藩
士

に
取
り
立
て
る
な
ど
の
特
典
を
約
束
し
た
の
で
年
々
開
発
が
進
展
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
藩
の
奨
励
策
に
し
た
が
っ
た
開
発
は
小こ

ち
ぎ
ょ
う

知
行
派は

立だ
ち

と
名
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
弘
前
藩
独
特
の
開
発
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

弘
前
藩
で
は
、
近
世
初
頭
か
ら
、
津
軽
平
野
中
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
積
極

的
に
新
田
開
発
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
開
発
の
担
い
手
で
あ
る
百
姓
や
下
級
藩

士
の
小
知
行
に
よ
る
小
規
模
な
新
田
開
発
（
三
〇
～
五
〇
石
程
度
）
を
小
知
行

派
立
と
、
藩
の
蔵く

ら
い
り入
地ち

（
藩
の
直
轄
地
）
を
耕
作
す
る
御
蔵
百
姓
が
新
田
開
発

す
る
御お

蔵く
ら

派は

立だ
ち

の
二
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
知
行
派
立
や
御
蔵
派
立
は
、
用
排
水
と
居
住
条
件
の
よ
い
地
域

を
中
心
に
行
わ
れ
る
個
人
的
な
開
発
な
の
で
、
条
件
の
悪
い
地
域
は
取
り
残
さ

れ
ま
し
た
。
平
野
の
全
面
的
な
開
発
を
進
め
る
た
め
に
、
次
第
に
小
知
行
派
立

や
御
蔵
派
立
か
ら
藩
営
新
田
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

　

第
二
期
の
四
代
藩
主
信
政
の
と
き
に
藩
の
直
営
開
発
を
積
極
的
に
進
め
ま
し

た
。
五
所
川
原
新
田
を
始
め
、
い
わ
ゆ
る
三
新
田
（
広
須
新
田
、
金
木
新
田
、

俵
元
新
田
）
の
大
規
模
開
発
が
行
わ
れ
た
時
期
で
す
。
津
軽
平
野
だ
け
で
な
く

青
森
平
野
も
開
発
が
進
展
し
た
の
で
、
弘
前
藩
の
生
産
力
（
石
高
）
は
、
貞
享

検
地
後
の
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
記
録
で
は
二
九
万
六
〇
〇
〇
石
に
達
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
五
所
川
原
新
田
が
始
ま
る
前
の
寛
文
四
年
（
一
六
六

四
）
の
二
倍
近
い
石
高
で
す
。

　

そ
の
後
、
第
三
期
の
開
発
休
止
期
を
経
て
、
藩
政
後
半
か
ら
末
期
に
か
け
て

の
第
四
期
の
廃
田
復
興
期
・
小
新
田
開
発
期
に
至
り
ま
す
。
天
明
飢
饉
に
よ
る

田
畑
の
被
害
か
ら
の
復
興
と
、
藩
政
末
期
の
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
行
わ

れ
た
十
三
湖
南
岸
千
貫
崎
の
藩
営
開
発
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

以
上
、
時
期
区
分
を
も
と
に
領
内
の
新
田
開
発
を
お
お
ざ
っ
ぱ
に
見
て
き
ま

し
た
が
、
五
所
川
原
市
の
大
半
は
、
第
一
期
と
第
二
期
の
間
に
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
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２　

郷
村
帳
に
見
え
る
村
落

　

弘
前
藩
が
幕
府
へ
提
出
し
た
領
内
の
村
名
・
村
高
を
記
載
し
た
帳
簿
で
あ
る

郷ご
う
そ
ん
ち
ょ
う

村
帳
に
よ
っ
て
新
田
開
発
期
の
村
の
あ
ゆ
み
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

二
代
信
枚
か
ら
三
代
信
義
に
代
替
わ
り
し
た
直
後
の
正
保
二
年
（
一
六
四

五
）
の
「
津
軽
知ち

ぎ
ょ
う
だ
か
の
ち
ょ
う

行
高
之
帳
」
に
は
、
五
所
川
原
市
域
の
新
し
い
村
が
次
の
よ

う
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
本
村
六
カ
村
）

原
子
村
、
神
山
村
、
金
山
村
、
喜
良
市
村
、
金
木
村
、
十
三
村

（
新
田
二
二
カ
村
）

中
泉
村
、
前
田
之
目
村
、
高
野
村
、 

持
籠
沢
村
、
下
新
里
村
、
戸
沢
村
、
飯
詰

村
、
下
岩
崎
村
、
七
ツ
館
村
、
唐
笠
柳
村
、
狐
鼻
村
、
五
所
川
原
村
、
沖
飯
詰

村 

、
中
柏
木
村
、
嘉
清
村
、
小
田
川
村
、
蒔
田
村
、
相
打
大
田
村
、
板
割
沢

村
、
相
打
村
、
磯
松
村
、
脇
本
村

　

右
の
「
津
軽
知
行
高
之
帳
」
で
分
る
よ
う
に
、
五
所
川
原
市
内
で
は
こ
の
時

期
津
軽
山
地
梵
珠
山
西
麓
の
台
地
、
す
な
わ
ち
下
ノ
切
通
沿
い
に
早
く
か
ら
集

落
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
同
時
に
平
野
部
に
も
少
し
ず
つ
新
田

村
が
で
き
て
い
ま
す
。　

「
陸む

つ
の
く
に
つ
が
る
ぐ
ん
た
か
つ
じ
む
ら
む
ら
ち
ょ
う

奥
国
津
軽
郡
高
辻
村
々
牒
」（
寛
文
四
年
・
一
六
六
四
）
に
記
さ
れ
た
市
内

の
村
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
本
村
七
カ
村
）　

高
野
村
、
原
子
村
、
神
山
村
、
金
山
村
、
喜
良
市
村
、
金
木
村
、
十
三
村

（
正
保
二
年
以
後
の
新
田
二
一
カ
村
）

前
田
野
目
村
、
持
籠
沢
村
、
野
里
村
、
松
野
木
村
、
戸
沢
村
、
平
町
村
、
飯
詰

村
、
七
ツ
館
村
、
広
田
村
、
真
黒
屋
敷
村
、
姥
萢
村
、
湊
村
、
唐
笠
柳
村
、
壱
野

坪
村
、
喰
川
村
、
桜
田
村
、
嘉
勢
村
、
小
田
川
村
、
野
崎
村
、
川
倉
村
、
相
打
村

「
津
軽
郡
郷
村
帳
」（
貞
享
元
年
・
一
六
八
四
） 

に
記
さ
れ
た
市
内
の
村
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
本
村
二
八
カ
村
）　

前
田
野
目
村
、
高
野
村
、
持
籠
沢
村
、
原
子
村
、
野
里
村
、
神
山
村
、
松
野
木

村
、
戸
沢
村
、
平
町
村
、
飯
詰
村
、
七
ツ
館
村
、
広
田
村
、
真
黒
屋
敷
村
、
姥
萢

村
、
湊
村
、
唐
笠
柳
村
、
金
山
村
、
壱
野
坪
村
、
喰
川
村
、
桜
田
村
、
嘉
勢
村
、

小
田
川
村
、
喜
良
市
村
、
野
崎
村
、
金
木
村
、
川
倉
村
、
相
打
村
、
十
三
村

（
寛
文
四
年
以
後
の
新
田
二
一
カ
村
）

鞠
野
沢
村
、
羽
野
木
沢
村
、
福
岡
村
、
石
田
坂
村
、
朝
日
沢
村
、
石
岡
村
、
吹

畑
村
、
二
本
柳
村
、
漆
川
村
、
天
神
村
、
川
代
田
村
、
石
畑
村
、
太
刀
打
村
、

五
所
川
原
村
、
川
山
村
、
沖
飯
詰
村
、
毘
沙
門
村
、
小
栗
崎
村
、
板
割
沢
村
、

磯
松
村
、
唐
皮
村

３　

五
所
川
原
新
田
の
開
発

　

小
知
行
主
体
の
開
発
に
よ
っ
て
、
旧
五
所
川
原
地
方
で
は
い
ま
の
集
落
の
大

半
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
の
は
、
岩
木
川
沿
い
の
地
域
と
市
の
東
南

に
あ
た
る
十
川
と
松
野
木
川
間
の
低
湿
地
（
俵
元
新
田
地
域
）
の
二
つ
で
し
た
。

岩
木
川
沿
い
は
、
小
知
行
派
立
の
手
が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
途
中
で
藩
の
援

助
を
受
け
る
御
蔵
新
田
に
切
り
替
え
、
さ
ら
に
藩
主
導
の
藩
営
新
田
と
な
り
ま

し
た
。
藩
士
鳴
海
勘
兵
衛
が
派は

だ
ち
が
し
ら

立
頭
に
任
命
さ
れ
て
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
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五
）
か
ら
一
二
年
を
要
し
て
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
完
成
し
た
五
所
川
原

新
田
で
す
。
こ
の
開
発
に
よ
っ
て
、
岩
木
川
右
岸
に
一
五
カ
村
が
で
き
ま
し
た
。

①
湊
（
貞
享
四
年
半
田
と
改
名
）　

②
福
川
（
貞
享
四
年
湊
と
改
名
）　

③
五
所

川
原　

④
川
端
（
貞
享
四
年
喰
川
と
改
名
）　

⑤
大
曲
（
貞
享
四
年
柏
原
と
改

名
）　

⑥
中
泉
（
貞
享
四
年
平
井
と
改
名
）　

⑦
長
橋　

⑧
新
宮　

⑨
砂
持
場

（
貞
享
四
年
種
井
と
改
名
）　

⑩
円
満
館
（
貞
享
四
年
田
川
と
改
名
）　

⑪
長
渡

浪
（
貞
享
四
年
川
元
と
改
名
）　

⑫
佐
組
（
貞
享
四
年
赤
堀
と
改
名
）　

⑬
前
田

（
貞
享
四
年
高
瀬
と
改
名
）　

⑭
鶴
ケ
岡　

⑮
大
泊
（
貞
享
四
年
藻
川
と
改
名
）

　

も
う
一
つ
の
俵
元
新
田
の
開
発
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
ま
す
。

４　

地じ

方か
た

支
配

　

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
五
月
一
二
日
平
賀
・
鼻
和
・
田
舎
の
三
郡
を
津
軽

郡
の
一
郡
に
統
合
し
、
元
の
郡
を
平
賀
・
鼻
和
・
田
舎
の
三
庄
に
改
称
し
て
い

ま
す
。
そ
の
境
界
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
は
青
森
、
鰺
ケ
沢
、
深
浦
、
十
三
、
蟹
田
、
今
別
の
各
湊
と
、
碇
ケ
関
、

大
間
越
、
野
内
の
各
関
所
の
総
称
を
九
浦
と
い
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
青
森
、

鰺
ケ
沢
、
深
浦
、
十
三
を
特
に
四
浦
と
称
し
て
い
ま
す
。
九
浦
に
は
そ
れ
ぞ
れ

町
奉
行
を
お
き
、
管
轄
地
域
を
支
配
し
ま
し
た
。

　

十
三
町
奉
行
最
初
の
任
命
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

津
軽
領
内
に
代
官
支
配
地
域
と
し
て
設
け
ら
れ
た
行
政
区
画
を
遣け

ん

と
い
い
ま

す
。
代
官
役
所
は
代
官
遣
目
と
い
い
ま
す
。

　

遣
の
設
置
年
代
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、「
弘
前
藩
庁
日
記
」
寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）
九
月
三
日
条
に
遣
の
記
事
が
登
場
し
ま
す
。

　

遣
は
寛
文
四
年
四
月
四
日
に
は
一
七
遣
と
み
え
、
寛
文
一
二
年
八
月
一
二
日

に
は
そ
れ
ま
で
二
二
遣
あ
っ
た
も
の
を
一
五
遣
に
改
め
て
お
り
、
延
宝
七
年

（
一
六
七
九
）
八
月
二
二
日
に
は
五
所
川
原
遣
を
含
め
一
四
遣
、
天
和
元
年
に

は
一
六
遣
と
な
っ
て
お
り
、
時
代
に
よ
っ
て
遣
の
数
に
は
変
動
が
あ
り
ま
す
。

五
所
川
原
市
域
は
最
初
三
千
石
遣
（
三
カ
村
）
と
下
ノ
切
遣
（
八
三
カ
村
）
に

属
し
て
い
ま
し
た
。

　

五
所
川
原
遣
の
初
見
は
延
宝
七
年
で
す
が
、
下
ノ
切
遣
か
ら
独
立
し
た
の
は
、

五
所
川
原
御
代
官
に
鳴
海
勘
兵
衛
が
任
命
さ
れ
た
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
九

月
一
二
日
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
「
御
代
官
所
村
家
人
数
之
帳
」（
天
和
三
年
・
一
六
八
三
）
に
記
さ
れ
た
遣
ご

と
の
市
内
の
村
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
三さ

ん
ぜ
ん
ご
く
け
ん

千
石
遣　

四
七
カ
村
が
属
し
、
内
五
所
川
原
市
域
は
次
の
三
カ
村
で
、
残

り
四
四
カ
村
は
他
市
町
に
属
し
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
。
代
官
所
所
在
地
は
板

屋
野
木
村
（
板
柳
）
で
す
。

　

下
柏
木
村
、
下
柏
木
地
子
新
田
、
蔀ほ

と

ケが

平だ
い

村

○
下し

も

ノの

切き
り
け
ん遣　

一
○
五
カ
村
が
属
し
、
五
所
川
原
市
域
は
次
の
八
三
カ
村
で
、

残
り
二
二
カ
村
は
他
市
町
に
属
し
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
。
代
官
所
所
在
地
は

飯
詰
村
で
す
。　

　

丸
ノ
沢
村
、
丸
ノ
沢
漆
新
田
、
前
田
ノ
目
村
、
前
田
ノ
目
村
新
田
、
高
野
村
、

高
野
村
漆
新
田
、
高
野
村
御
伝
馬
新
田
、
持
子
沢
村
、
持
子
沢
漆
新
田
、
羽
野

―　27　―



木
沢
村
、
羽
野
木
沢
漆
新
田
、
羽
野
木
沢
地
子
新
田
、
原
子
村
、
原
子
村
漆
新

田
、
沖
館
村
、
沖
館
村
御
蔵
新
田
、
野
里
村
、
神
山
村
、
杉
新
田
、
杉
地
子
新

田
、
田
越
村
、
新
里
村
、
松
野
木
台
村
、
松
野
木
台
地
子
新
田
、
松
野
木
台
御

蔵
新
田
、
中
師
村
、
石
田
坂
村
、
戸
沢
村
、
平
町
、
朝
日
沢
村
、
飯
詰
村
、
味

噌
ケ
沢
村
、
味
噌
ケ
沢
地
子
新
田
、
味
噌
ケ
沢
漆
新
田
、
漆
新
田
、
岩
崎
村
、

七
ツ
館
村
、
七
ツ
館
御
蔵
新
田
、
広
田
村
、
万
五
郎
屋
敷
村
、
石
岡
村
、
吹
畑

村
、
唐
笠
柳
村
、
二
本
柳
村
、
漆
川
村
、
金
山
村
、
野
崎
村
、
田
中
村
、
悪
戸

村
、
天
神
村
、
川
代
田
村
、
狐
鼻
村
、
狐
鼻
地
子
新
田
、
壱
ノ
坪
村
、
石
畑

村
、
太
刀
打
村
、
尻
無
御
蔵
新
田
、
河
山
村
、
沖
飯
詰
村
、
桜
庭
村
、
毘
沙
門

村
、
中
崎
村
、
中
野
村
、
中
柏
木
村
、
鳥
屋
野
村
、
嘉
瀬
村
、
嘉
瀬
村
地
子
新

田
、
中
嘉
瀬
村
、
小
田
川
村
、
小
田
川
村
地
子
中
新
田
、
吉
良
市
村
、
野
崎
村
、

野
崎
村
上
御
蔵
新
田
、
牧
渡
新
田
、
金
木
村
、
川
倉
村
、
川
倉
新
田
、
大
田
村
、

板
割
沢
村
、
相
内
村
、
磯
松
村
、
干
川
村
、
脇
本
村

○
五
所
川
原
遣　

一
七
カ
村
が
属
し
て
お
り
、
代
官
所
所
在
地
は
川
端
村
で
す
。

　

姥
ケ
袋
村
、
永
岡
村
、
十
川
村
、
湊
村
、
五
所
川
原
村
、
川
端
村
、
中
泉
村
、

大
曲
村
、
長
橋
村
、
砂
持
庭
村
、
円
満
館
村
、
長
渡
浪
村
、
左
組
村
、
前
田
村
、

（
大
泊
村
―
記
載
漏
れ
）、
川
添
村
、
田
中
村

　
「
御
代
官
所
村
家
人
数
之
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
村
々
が
当
時
の
成
立
状
況
を

全
て
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
木
村
に
は
ソ
デ
柳
村
、
妻
神
村
、

居
升
村
、
不
動
林
村
が
あ
り
ま
し
た
。「
御
代
官
所
村
家
人
数
之
帳
」
に
洩
れ

た
小
集
落
（
支
村
・
枝
村
・
新
田
村
）
が
他
に
も
数
多
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
中
に
は
現
在
地
が
不
明
な
も
の
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。

　
「
御
代
官
所
村
家
人
数
之
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
新
田
は
開
発
の
実
態
に
即
し

て
呼
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地じ

し子
新し

ん
で
ん田

は
畑
の
み
の
新
田
、
ま
た
は
地
子
銀
（
宅
地
税
）
を
納
入
す
る
地

＝
町
場
、
漆
新
田
は
漆
の
植
栽
を
目
的
と
し
た
新
田
、
御
蔵
新
田
は
御
蔵
派
立

の
こ
と
、
御ご

伝て
ん

馬ま

新し
ん
で
ん田
は
伝
馬
役
を
務
め
る
百
姓
を
取
り
立
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
新
田
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

六　

貞
享
検
地
と
地
名

１　

貞
享
検
地

　

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
二
月
か
ら
同
四
年
ま
で
津
軽
領
内
統
一
検
地
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
貞
享
検
地
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

貞
享
検
地
は
、
弘
前
藩
が
領
内
の
生
産
力
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
全
領

に
わ
た
っ
て
実
際
に
測
量
を
行
っ
た
竿さ

お
い
れ入

検
地
で
す
。
そ
の
結
果
は
す
べ
て
村

ご
と
に
検
地
水
帳
と
し
て
整
備
さ
れ
、
弘
前
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
貞
享
検
地
の
記
録
は
、
藩
の
年
貢
徴
収
の
基
本
台
帳
と
な

っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
備
え
た
細
か
な
事
項
が
丁
寧
に

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
検
地
着
手
に
当
た
っ
て
は
、
検
地
役
人
を
案
内
す
る
村

役
人
や
庄
屋
に
役
目
を
忠
実
に
果
た
す
こ
と
を
宣
誓
さ
せ
て
い
ま
す
。
隠
し
田

の
摘
発
に
大
き
な
ね
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
先
に
庄
屋
に

提
出
さ
せ
て
い
た
「
天
和
の
書
上
」
に
は
面
積
の
単
位
が
「
人に

ん
や
く役
」
と
な
っ
て

い
た
の
に
対
し
て
貞
享
検
地
水
帳
で
は
「
町ち

ょ
う

・
反た

ん

・
畝せ

・
歩ぶ

」
で
記
録
し
て
い

ま
す
。
し
か
も
測
量
用
の
検
地
竿
を
、
従
来
の
一
間
＝
六
尺
三
寸
を
六
尺
一
寸
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に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
同
じ
面
積
が
検
地
水
帳
に
は
大
き
く
記
録
さ
れ
る
仕

組
み
で
す
。
ま
た
こ
の
と
き
か
ら
、
一
辺
が
六
尺
一
寸
の
方
形
で
一
歩
（
坪
）、

三
〇
歩
で
一
畝
、
三
〇
〇
歩
で
一
反
と
統
一
し
て
い
ま
す
。

２　

村
落
の
再
編
成

　

小
集
落
は
、
貞
享
検
地
を
機
に
村
落
の
統
合
、
分
立
が
行
わ
れ
、
新
た
な
村

に
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
詰
村
で
は
枝
村
の
朝
日
沢
村
、
平
町
村
が
独
立
し
、
大
坊
村
、
味
噌
ケ
沢

村
な
ど
は
独
立
す
る
こ
と
な
く
親
村
飯
詰
村
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
金
山
村
の
例
を
み
る
と
、
親
村
の
金
山
村
か
ら
枝
村
の
川
代
田
村
、
天

神
村
が
独
立
し
本
村
と
な
り
ま
し
た
が
、
野
崎
村
、
宮
田
村
、
田
中
村
、
悪
戸

村
は
独
立
す
る
こ
と
な
く
金
山
村
の
中
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

い
っ
た
ん
は
統
合
と
な
っ
た
も
の
の
野
崎
村
、
宮
田
村
、
田
中
村
、
悪
戸
村

の
よ
う
に
今
な
お
通
称
名
と
し
て
生
き
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

喰
川
村
の
枝
村
柏
原
村
・
平
井
村
な
ど
の
よ
う
に
藩
に
認
知
さ
れ
検
地
水
帳

に
記
載
さ
れ
た
枝
村
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
に

な
っ
て
か
ら
独
立
し
、
本
村
に
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３　

字
名
の
整
理

　

こ
の
貞
享
検
地
で
は
こ
れ
ま
で
の
字
名
（
下
ゲ
名
）
が
整
理
さ
れ
、
新
し
い

字
名
に
変
更
さ
れ
現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

例
と
し
て
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
「
飯
詰
村
天
和
の
絵
図
」
で
は
三
三

字
名
が
み
え
ま
す
が
、
検
地
水
帳
で
は
九
つ
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
う
ち
四

つ
（
清
野
、
石
田
、
森
越
、
白
幡
）
が
そ
れ
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の

を
継
承
し
て
お
り
、
五
つ
（
み
な
せ
、
狐
野
、
沢
田
、
桜
田
、
か
け
ひ
沢
）
は

新
し
く
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
貞
享
元
年
の
「
金
山
村
絵
図
」
で
は
四
七
字
名
が
あ
り
ま
す
が
、
検
地

水
帳
に
記
載
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
継
承
さ
れ
た
も
の
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
原
子
村
、
前
田
野
目
村
、
毘
沙
門
村
絵
図
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

　

字
名
の
起
原
を
考
え
る
と
、
検
地
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
字
名
を
継
承

し
た
の
は
数
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
貞
享
検
地
の
時
に
新
し
く
命
名
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

４　

組
の
成
立

　

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
五
月
、
三
カ
年
に
わ
た
る
総
検
地
が
終
了
し
、
在

方
行
政
機
構
の
改
革
を
行
い
、
遣
に
か
わ
り
領
内
を
二
五
に
分
割
し
た
組く

み

が
新

た
な
代
官
所
支
配
単
位
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
五
所
川
原
市
域
は
柏
木
組
、

広
田
組
、
飯
詰
組
、
金
木
組
、
藤
代
組
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

　

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
） 

の
組
分
け
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
柏か

し
わ
ぎ
ぐ
み

木
組　

本
村
一
三
カ
村
、
枝
村
四
カ
村
の
計
一
七
カ
村
で
、
代
官
所
所
在

地
は
柏
木
村
（
板
柳
町
）
で
す
。
五
所
川
原
市
域
は
次
の
二
カ
村
で
す
。

瀬
良
沢
村
の
枝
村
深
井
村
、
横
萢
村
の
枝
村
梅
田
村

　

残
り
一
五
カ
村
は
他
町
に
属
し
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
。

○
飯
詰
組　

本
村
は
二
二
カ
村
、
枝
村
四
カ
村
、
計
二
六
カ
村
が
属
し
ま
す
。

（　

）
は
枝
村
で
代
官
所
所
在
地
は
飯
詰
村
で
す
。
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後
潟
組

金
木
組

金
木
新
田

木
作
新
田

高
杉
組

藤
代
組

赤
田
組

柏
木
組 増

館
組

浪
岡
組

黒
石
領 盛

岡
南
部
領

常
盤
組

浦
町
組

油
川
組

横
内
組

和
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組

堀
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組

大
光
寺
組

尾
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組
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支
配

　

鰺
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沢
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山

舞
戸
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戸
川

赤
石
川

大
童
子
川

追
良
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新
城
川

清
水
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平
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野内川

鶴
田

柏
木板

屋
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木

中
野

湯
舟

出
來
島

七
里
長
浜 飯

詰
川

亀
ヶ
岡

山
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川

岩
木
川

十
川

沼
館

藻
川
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図１　陸奥国津軽郡　組分・村邑・河川要図（『続つがるの夜明け 中巻』を一部改編して引用。）

石
沢
村
、
鞠
野
沢
村
、
前
田
野
目
村
、
高
野
村
、
持
籠
沢
村
、

羽
野
木
沢
村
、
原
子
村
（
俵
元
村
）、
野
里
村
、
神
山
村
、
福

岡
村
（
平
田
村
）、
松
野
木
村
（
若
山
村
）、
石
田
坂
村
、
戸
沢

村
、
平
町
村
、
朝
日
沢
村
、
飯
詰
村
、
金
山
村
、
天
神
村
、
川

代
田
村
、
壱
野
坪
村
、
石
畑
村
、
太
刀
打
村
（
桃
崎
村
）、

　

石
沢
村
は
享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
に
下
石
川
村
に
改
称

し
ま
し
た
。
現
在
は
青
森
市
で
す
。

　

享
保
一
一
年
、
壱
野
坪
村
か
ら
分
立
し
た
独
鼻
村
が
加
わ
り

ま
す
。

○
広
田
組　

本
村
二
三
カ
村
、
枝
村
五
カ
村
の
計
二
八
カ
村
が

属
し
ま
す
。（　

）
は
枝
村
、
代
官
所
所
在
地
は
喰
川
村
で
す
。

五
所
川
原
村
、
喰
川
村
（
平
井
村
・
柏
原
村
）、
七
館
村
、
広

田
村
、
真
黒
屋
敷
村
（
岡
田
村
）、
姥
萢
村
、
湊
村
（
半
田
村
）、

石
岡
村
、
吹
畑
村
、
唐
笠
柳
村
、
二
本
柳
村
、
漆
川
村
、
新
宮

村
、
長
橋
村
、
種
井
村
、
川
山
村
、
沖
飯
詰
村
、
桜
田
村
、
田

川
村
、
赤
堀
村
（
川
元
村
）、
高
瀬
村
、
鶴
岡
村
、
藻
川
村

　

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
七
）
に
福
井
村
が
加
わ
り
ま
す
。

○
金
木
組　

本
村
二
〇
カ
村
で
、
代
官
所
所
在
地
は
金
木
村
で

す
。

岩
崎
村
、
毘
沙
門
村
、
中
柏
木
村
、
嘉
勢
村
、
小
田
川
村
、
喜

良
市
村
、
野
崎
村
、
小
栗
崎
村
、
金
木
村
、
川
倉
村
、
鏡
村
、

板
割
沢
村
、
相
打
村
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残
り
七
カ
村
は
中
泊
町
所
属
の
た
め
省
略
し
ま
す
。

　

享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
脇
本
村
、
唐
皮
村
、
磯
松
村
が
藤
代
組
か
ら
編

入
さ
れ
ま
す
。

　

文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
七
）
に
長
富
村
が
加
わ
り
ま
す
。

○
藤
代
組　

本
村
二
八
カ
村
、
枝
村
五
カ
村
の
計
三
三
カ
村
が
属
し
ま
す
。
代

官
所
所
在
地
は
石
渡
村
（
弘
前
市
）
で
す
。
五
所
川
原
市
域
で
は
次
の
三
カ
村

で
す
。

脇
本
村
、
唐
皮
村
、
磯
松
村

　

残
り
三
〇
カ
村
は
他
市
町
に
属
し
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
。

　

享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
脇
本
村
、
唐
皮
村
、
磯
松
村
三
カ
村
を
金
木
組

へ
編
入
し
て
い
ま
す
。

５　

村
名
改
称

　

貞
享
検
地
が
終
了
す
る
と
と
も
に
村
名
の
改
称
が
次
の
二
一
カ
村
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

下
柏
木
村
→
梅
田
村　
　
　
　

沖
館
村
→
俵
元
村　
　
　

新
里
村
→
平
田
村

松
野
木
台
村
→
松
野
木
村　
　

中
師
村
→
若
山
村　
　
　

岩　

村
→
岩
崎
村

桜
田
村
→
岡
田
村　
　
　
　
　

十
川
村
→
湊　

村　
　
　

湊　

村
→
半
田
村

川
端
村
→
喰
川
村　
　
　
　
　

中
泉
村
→
平
井
村　
　
　

大
曲
村
→
柏
原
村

砂
持
庭
村
→
種
井
村　
　
　
　

円
満
館
村
→
田
川
村　
　

長
渡
浪
村
→
川
元
村

左
組
村
→
赤
堀
村　
　
　
　
　

前
田
村
→
高
瀬
村　
　
　

大
泊
村
→
藻
川
村

万
五
郎
屋
敷
村
→
真
黒
屋
敷
村　

中
嘉
瀬
村
→
小
栗
崎
村　

大
田
村
→
鏡
村

七　

三
新
田
の
開
発

　

新
田
開
発
が
津
軽
平
野
の
中
心
部
か
ら
岩
木
川
下
流
域
の
低
湿
地
に
及
ぶ
に

つ
れ
、
資
金
や
工
事
等
を
藩
が
主
体
と
し
て
遂
行
す
る
藩
営
新
田
が
あ
ら
わ
れ

ま
し
た
。
五
所
川
原
新
田
、
広
須
新
田
、
金
木
新
田
、
俵
元
新
田
が
そ
れ
で
、

延
宝
か
ら
元
禄
（
一
六
七
三
～
一
七
〇
三
）
に
か
け
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

１　

広
須
新
田
の
開
発

　

広
須
新
田
は
津
軽
平
野
の
北
西
部
岩
木
川
下
流
域
左
岸
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

同
新
田
は
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
二
）
に
始
ま
っ
て
い
た
も
の
の
大
規
模

な
土
木
工
事
を
必
要
と
し
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
藩
営
新
田
に
切
り
替

え
て
い
ま
す
。
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
至
り
よ
う
や
く
開
発
の
め
ど
が

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

広
須
新
田
最
大
の
潅
漑
施
設
の
土ど

淵え
ん

堰ぜ
き

は
当
初
長
瀬
堰
と
称
し
、
正
保
二

年
（
一
六
四
五
）
に
開
削
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に

は
堰
口
を
中
崎
（
弘
前
市
）
に
設
置
し
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
岩
木
川
の

堀
替
え
に
伴
い
長
瀬
堰
を
復
旧
し
、
土
淵
大
溝
と
よ
ば
れ
ま
し
た
が
、
同
五
年

（
一
六
七
七
）
に
土
淵
堰
と
改
称
し
ま
し
た
。
四
七
〇
ha
の
潅
漑
面
積
を
も
ち
、

幹
線
水
路
は
野
木
分
水
ま
で
約
二
〇
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岩
木
川
の
築
堤
、
川
筋
の
堀
替
え
な
ど
の
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
日
本
海
に
面
し
た
砂
丘
へ
防
風
林
の
設
営
、
す
な
わ
ち
屏
風
山

の
植
林
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
始
ま
り
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
～
一
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〇
）
に
一
応
の
完
成
を
見
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
大
幅
に
耕
地
の
拡
大
を
み
る
こ
と
に
な
り
、
津
軽
最
大
の
広

須
新
田
一
二
六
カ
村
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２　

金
木
新
田
の
開
発

　

金
木
新
田
は
津
軽
平
野
北
部
、
岩
木
川
右
岸
、
金
木
川
以
北
に
位
置
し
ま
す
。

金
木
地
区
で
は
、
正
保
二
年
の
「
津
軽
知
行
高
之
帳
」
に
六
カ
村
、
さ
ら
に
貞

享
四
年
の
「
検
地
水
帳
」
に
も
八
カ
村
の
村
名
が
出
て
い
ま
す
が
、
平
地
で
は

蒔
田
だ
け
で
ほ
か
に
は
開
発
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と
見
え
ま
す
。
岩
木
川
下

流
の
こ
の
地
域
に
藩
営
開
発
が
展
開
さ
れ
た
の
は
、
四
代
藩
主
信
政
の
治
政
期

で
し
た
。

　

金
木
新
田
の
開
発
に
あ
た
っ
た
鳴
海
勘
兵
衛
は
五
所
川
原
新
田
の
派
立
頭
を

務
め
た
功
績
が
評
価
さ
れ
て
、
藩
営
金
木
新
田
の
開
発
に
も
起
用
さ
れ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
に
着
手
し
享
保
一
二
年
（
一
七
二

七
）
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

同
新
田
の
開
発
は
藤
枝
溜
池
、
大
沢
内
溜
池
の
造
成
、
岩
木
川
堤
防
の
築
造

な
ど
の
大
規
模
な
土
木
工
事
を
伴
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
の
新
村
一
八
カ
村

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
原
村
、
蒔
田
村
（
元
川
口
）、
藤
枝
村
（
元
桜
井
）、
芦
部
村
、
豊
岡
村
、

今
岡
村
（
元
豊
田
）、
福
浦
村
、
川
内
村
、
田
茂
木
村
、
福
井
村
、
大
沢
内
村
、

久
米
田
村
、
八
幡
村
（
元
大
里
）、
舟
岡
村
、
宮
川
村
、
芦
野
村
、
富
野
村
、

豊
島
村

３　

俵
元
新
田
の
開
発

　

俵
元
新
田
は
、
津
軽
平
野
中
部
、
岩
木
川
中
流
右
岸
内
陸
部
に
位
置
し
、
弘

前
藩
の
直
営
開
発
の
一
つ
と
し
て
、
飯
詰
組
代
官
で
あ
っ
た
阿
部
亦
右
衛
門
の

企
画
に
よ
り
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
着
手
し
二
四
年
後
の
享
保
一
二
年

（
一
七
二
七
）
に
完
成
し
た
新
田
で
す
。
途
中
で
企
画
者
の
阿
部
が
失
脚
し
た

経
緯
も
あ
り
ま
し
た
が
目
的
は
達
せ
ら
れ
、
元
文
元
・
二
年
（
一
七
三
六
・
三

七
）
の
検
地
で
は
次
の
新
村
八
カ
村
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
成
村
、
浅
井
村
、
福
山
村
、
富
舛
村
、
末
広
村
、
水
野
尾
村
、
富
川
村
、

米
田
村

４　

本
村
へ
の
取
立

　

享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
と
一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
郷

ご
う
そ
ん
あ
ら
た
め

村
改
を
実
施
し

村
の
分
立
、
本
村
へ
の
取
立
、
村
名
の
改
称
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貞
享
検
地
の
際
枝
村
扱
い
に
な
っ
て
い
た
次
の
一
二
カ
村
を
本
村
へ
取
り
立

て
い
ま
す
。　

　
　
（　

）
は
親
村

　

梅
田
村
（
横
萢
村
）、
中
泉
村
（
瀬
良
沢
村
）、
俵
元
村
（
原
子
村
）、
下
新

里
村
（
福
岡
村
）、
若
山
村
（
松
野
木
村
）、
岡
田
村
（
真
黒
屋
敷
村
）、　

半
田

村
（
湊
村
）、
独
鼻
村
（
一
野
坪
村
）、
桃
崎
村
（
太
刀
打
村
）、
平
井
村
（
喰

川
村
）、
柏
原
村
（
喰
川
村
）、
川
元
村
（
赤
堀
村
）

５　

村
名
改
称　

 

　

古
村
や
新
田
に
あ
る
同
村
名
と
の
名
称
の
混
同
を
避
け
る
た
め
村
名
の
改
称

―　32　―



を
八
カ
村
で
行
っ
て
い
ま
す
。

深
井
村
→
中
泉
村　
　

平
田
村
→
下
新
里
村　
　

安
田
村
→
浅
井
村

生
田
村
→
米
田
村　
　

岩
崎
村
→
下
岩
崎
村　
　

川
口
村
→
蒔
田
村

桜
井
村
→
藤
枝
村　
　

鏡
村
→
相
打
大
田
村

　

享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
独
鼻
村
を
壱
野
坪
村
よ
り
仕
分
け
し
、
分
立
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
藤
代
組
の
脇
本
村
、
唐
皮
村
、
磯
松
村
の
三
カ

村
を
金
木
組
へ
編
入
し
ま
し
た
。

　

享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
小
曲
村
で
検
地
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

６　

元
文
検
地

　

天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
か
ら
新
田
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
広
須
新
田
や

元
禄
末
期
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
金
木
新
田
、
俵
元
新
田
な
ど
の
新
田
開
発
地

に
対
す
る
総
検
地
が
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
と
二
年
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
文
検
地
を
受
け
た
村
々
は
本
村
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

元
文
検
地
で
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
検
地
と
同
じ
く
田
畑
に
字
名
が
新

し
く
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
六
月
俵
元
・
金
木
・
広
須
新
田
の
三
新
田
が
組
扱

い
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
広
須
新
田
を
広
須
組
と
木
作
新
田
に
区
分
け
し
て

い
ま
す
。

　

広
須
組
六
二
カ
村
の
内
、
五
所
川
原
市
域
で
は
小
曲
村
の
一
カ
村
が
属
し
て

い
ま
し
た
。

　

俵
元
新
田
に
は
豊
成
村
、
福
山
村
、
浅
井
村
、
水
野
尾
村
、
富
舛
村
、
末
広

村
、
米
田
村
、
富
川
村
の
八
カ
村
が
属
し
て
い
ま
し
た
。

　

金
木
新
田
に
は
一
八
カ
村
の
内
、
五
所
川
原
市
域
で
は
蒔
田
村
・
神
原
村
・

藤
枝
村
・
芦
部
村
の
四
カ
村
が
属
し
て
い
ま
し
た
。

八　

飢
饉
と
荒
廃
田
復
興

　

天
明
三
・
四
年
（
一
七
八
三
・
四
）、
弘
前
藩
は
深
刻
な
大
凶
作
に
襲
わ
れ

ま
し
た
。
天
明
の
飢
饉
と
い
わ
れ
、
総
人
口
の
三
分
の
一
を
超
え
る
八
万
人
の

大
量
の
餓
死
者
を
出
し
ま
し
た
。
二
万
町
歩
を
超
え
る
荒
廃
田
畑
を
出
し
、
こ

れ
は
全
田
畑
総
面
積
の
三
分
の
二
が
荒
廃
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

大
き
な
打
撃
を
受
け
廃
村
に
な
る
も
の
も
出
て
き
ま
し
た
。
五
所
川
原
市
域
で

は
天
神
村
、
鞠
野
沢
村
、
唐
皮
村
が
廃
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弘
前
藩
は
天
明
の
飢
饉
の
後
を
受
け
て
備
荒
貯
蓄
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
廃
田
の
復
興
を
目
指
し
藩
士
土
着
政
策
を
と
り
ま
し
た
が
失
敗
に
終
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
一
〇
月
三
日
九
代
藩
主
津
軽
寧
親
は
木
造
新
田
を

巡
見
の
後
荒
廃
田
開
発
に
つ
き
布
令
を
出
し
て
い
ま
す
。
翌
三
年
か
ら
廃
田
復

旧
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
新
田
開
発
に
も
着
手
し

て
い
ま
す
。

　

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
三
月
二
五
日
調
べ
に
よ
る
と
、
五
所
川
原
市
域
で

は
享
和
～
文
政
年
間
（
一
八
〇
一
～
二
九
）
ま
で
に
新
し
く
開
発
し
た
村
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

・
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）　

長
富
村
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・
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
七
）　

福
井
村

　

・
下
松
野
木
（
通
称
大
開
）

　

・
下
藻
川

　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
藻
川
地
内
に
成
戸
村
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、

五
所
川
原
市
域
で
は
、
江
戸
時
代
最
後
の
開
発
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
に
藩
主
津
軽
承
昭
に
よ
っ
て
成な

る

戸と

と
命
名
さ
れ
た
も
の
の
、
明

治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
は
水
害
に
耐
え
兼
ね
廃
村
と
な
り
ま
し
た
。

九　

地
方
行
政
制
度
の
整
備

　　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
一
四
日
の
廃
藩
置
県
か
ら
地
方
行
政
制
度
は

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
概
観
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

廃
藩
置
県
の
当
時
県
内
に
は
、
弘
前
・
七
戸
・
八
戸
・
黒
石
・
斗と

南な
み

・
館た

て

の

六
県
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
県
は
同
年
九
月
四
日
弘
前
県
に
統
合
さ
れ
ま

し
た
。
同
年
九
月
二
三
日
に
は
青
森
県
と
改
称
し
県
庁
は
青
森
に
移
転
し
ま
し

た
。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
月
戸
籍
区
制
が
敷
か
れ
、
津
軽
を
四
三
区
に
分

け
、
一
区
は
数
カ
村
規
模
で
構
成
し
ま
し
た
。
五
所
川
原
市
内
は
五
区
・
三
〇

区
・
三
三
区
～
三
九
区
に
属
し
、
各
区
に
戸
長
・
副
戸
長
が
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
三
月
、
戸
籍
区
制
を
改
め
て
、
大
区
小
区
制
が
敷

か
れ
、
県
内
を
新
し
く
一
〇
大
区
七
二
小
区
に
区
分
け
し
ま
し
た
。
五
所
川
原

市
内
は
五
大
区
二
小
区
・
四
小
区
～
九
小
区
、
四
大
区
六
・
八
小
区
に
属
し
て

い
ま
し
た
。
五
大
区
は
後
の
北
津
軽
郡
、
四
大
区
は
西
津
軽
郡
に
相
当
し
ま
す
。

大
区
に
区
長
、
小
区
に
は
戸
長
・
副
戸
長
を
配
置
し
ま
し
た
。
五
所
川
原
に
は

五
大
区
役
所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
小
区
の
区
分
け
は
戸
籍
区
と
同
じ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
一
〇
月
三
〇
日
に
は
、
大
区
小
区
制
が
廃
止
さ

れ
郡
区
町
村
制
が
敷
か
れ
、
大
区
を
郡
と
し
津
軽
地
方
に
は
東
・
西
・
中
・

南
・
北
津
軽
郡
の
五
郡
が
、
南
部
地
方
に
は
上
北
・
下
北
郡
・
三
戸
郡
の
三
郡
、

合
わ
せ
て
八
郡
が
青
森
県
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

五
所
川
原
に
は
北
津
軽
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
五
所
川
原
市
内
の

村
々
は
北
津
軽
郡
と
西
津
軽
郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
～
三
カ
村
毎

に
戸
長
用
所
（
明
治
一
二
年
一
月
戸
長
役
場
と
改
称
）
が
設
け
ら
れ
戸
長
が
配

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
七
月
組
合
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
数
カ
村
を
も

っ
て
一
組
合
を
編
成
し
、
組
ご
と
に
戸
長
を
配
置
し
、
役
場
は
「
北
津
軽
郡
第

一
組
戸
長
役
場
」
な
ど
と
称
し
ま
し
た
。
五
所
川
原
市
内
は
北
津
軽
郡
第
一

組
・
第
三
組
・
第
八
組
～
一
六
組
・
第
二
〇
組
・
第
二
一
組
、
お
よ
び
西
津
軽

郡
第
一
四
組
・
第
一
九
組
に
そ
れ
ぞ
れ
属
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
一
一
月
に
は
組
合
を
番
号
で
呼
ぶ
の
を
止
め
、

戸
長
役
場
所
在
地
の
村
名
を
頭
に
つ
け
、「
飯
詰
村
外ほ

か

一
ケ
村
戸
長
役
場
」
な

ど
と
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

五
所
川
原
村
、
喜
良
市
村
、
十
三
村
は
単
独
で
構
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、

「
五
所
川
原
村
戸
長
役
場
」
な
ど
と
し
ま
し
た
。

　

組
合
町
村
制
度
は
市
制
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
新
し
く
市
町
村
が
誕
生
す
る
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明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
ま
で
続
き
ま
し
た
。

十　

地
租
改
正
と
地
名

　

明
治
維
新
を
迎
え
近
代
国
家
の
歩
み
を
始
め
た
明
治
政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
近

代
的
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
地
租
改
正
が
あ
り
ま
す
。
地
租
改
正

と
は
主
と
し
て
江
戸
時
代
の
米
に
よ
る
税
（
年
貢
）
の
物
納
を
金
納
に
あ
ら
た

め
た
土
地
税
制
改
革
で
す
。

　

こ
れ
を
行
う
に
当
た
り
土
地
の
地
目
・
面
積
・
収
益
性
、
所
有
者
を
確
定
す

る
た
め
大
規
模
な
測
量
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
森
県
に
お
け
る
地
租
改
正
の
作

業
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
一
月
に
着
手
さ
れ
、
明
治
九
年
（
一
八
七

六
）
五
月
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
租
改
正
に
伴
い
地
名
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
変
革
が

生
じ
て
い
ま
す
。

　

①
江
戸
時
代
の
五
所
川
原
市
域
に
三
五
八
あ
っ
た
字
名
が
三
一
五
に
統
廃
合

が
行
わ
れ
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
字
名
は
江
戸
時
代
か
ら
あ
る
も
の
が
基
本
的

に
継
承
し
て
使
用
さ
れ
、
田
畑
の
み
な
ら
ず
宅
地
に
も
字
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

②
字
ご
と
の
宅
地
田
畑
に
一
か
ら
番
号
が
振
ら
れ
、
地
番
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

③
明
治
九
年
五
月
地
租
改
正
の
終
了
と
同
時
に
村
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、
江

戸
時
代
の
五
所
川
原
市
域
に
八
九
あ
っ
た
村
が
五
八
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

使
わ
れ
て
い
る
大
字
の
名
称
と
範
囲
が
確
定
し
ま
し
た
。

　

④
い
っ
た
ん
は
村
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
中
に
は
廃
止
さ
れ
た
地

名
が
通
称
地
名
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

⑤
宅
地
に
お
い
て
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
成
立
し
た
戸
籍
で
使
用

さ
れ
て
い
る
「
梅
田
村
六
五
番ば

ん

戸こ

」
と
、
今
回
地
租
改
正
に
よ
り
成
立
し
た

「
梅
田
村
字
平
野
三
七
番
地
」
な
ど
が
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
頃
ま
で
併

用
さ
れ
ま
し
た
。

十
一　

市
制
町
村
制
度
と
地
名

　

明
治
政
府
が
確
立
を
急
い
で
い
た
地
方
自
治
制
度
は
、
戸
籍
区
制
、
大
区
小

区
制
、
郡
区
町
村
制
、
組
合
町
村
制
と
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
試
行
錯
誤
の

状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

数
字
で
表
記
す
る
行
政
区
画
は
、
村
名
な
ど
の
固
有
名
詞
を
冠
し
た
も
の
で

な
か
っ
た
た
め
、
な
じ
み
が
薄
く
長
続
き
し
な
か
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
四
月
一
日
市
制
・
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、
約
三

〇
〇
～
五
〇
〇
戸
を
標
準
規
模
と
し
た
町
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

「
明
治
の
大
合
併
」
が
行
わ
れ
、
県
内
に
一
市
五
町
一
六
五
カ
村
の
地
方
自
治

体
が
成
立
し
、
明
治
二
二
年
四
月
一
日
施
行
さ
れ
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
近

代
的
地
方
自
治
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
市
域
で
関
係
す
る
村
は
、
北
津
軽
郡
内
に
五
所
川
原
村
・
梅
沢
村

（
五
大
字
）・
七
和
村
（
七
大
字
）・
長
橋
村
（
七
大
字
）・
飯
詰
村
（
二
大
字
）・

栄
村
（
五
大
字
）・
松
島
村
（
九
大
字
）・
中
川
村
（
七
大
字
）・
三
好
村
（
三

大
字
）・
金
木
村
（
五
大
字
）・
嘉
瀬
村
（
四
大
字
）・
喜
良
市
村
・
相
内
村
（
二

大
字
）・
脇
元
村
（
二
大
字
）
が
属
し
、
ま
た
、
西
津
軽
郡
内
に
は
十
三
村
・
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脇
元
村

平
舘
村

小
泊
村

十
三
村

車
力
村

武
田
村

舘
岡
村

稲
垣
村

三
好
村

川
除
村

六
郷
村

新
和
村

中
村

舞
戸
村

大
戸
瀬
村

藤
代
村

木
造
町

鶴
田
町

中
川
村

出
精
村

柴
田
村

小
阿
弥
村

沿
川
村

畑
岡
村

十
二
里
村

富
木
館
村

野
沢
村

大
杉
村

高
田
村

荒
川
村

大
野
村

筒
井
町

浜
舘
村

横
内
村

中
郷
村

内潟村

相内村

三厩村

今別村

脇野沢村

佐井村

一本木村

中里町

蟹田町

金木町

五所川原町

浪岡町

藤崎町

松島村

栄村

梅沢村

喜良市村

嘉瀬村

森田村

越水村
鰺ヶ沢町

鳴沢村 水元村

裾野村

岩木村

赤石村
高杉村

常盤村

光田寺村
船沢村

飯詰村

柏村 長橋村

五郷村

六郷村
山形村

荒川
飛地

新城村

青森市

奥内村

後潟村

蓬田村

七和村

女歯沢村

図２　西北五地域を中心とした市町村（昭和28年９月１日現在）
　　　（『青森県市町村合併誌』を一部改編して引用。）

川
除
村
（
五
大
字
）
が
属
し
て
い
ま
す
。
お
お
む
ね
組
合
町
村
の
管
轄
区
域
を

も
っ
て
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
く
で
き
た
各
自
治
体
に
新
た
に
村
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
土
地
の
山

や
川
、
大
字
名
の
組
み
合
わ
せ
、
大
字
の
数
、
戸
数
の
多
い
大
字
名
等
に
よ
り

命
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
昭
和
の
大
合
併
、
平
成
の
大
合
併
を
経
て
ほ
と

ん
ど
消
滅
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
市
町
村
の
中
で
、
旧
町
村
名
は
今
な
お
中
川

地
区
の
よ
う
な
地
区
名
で
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

町
村
を
構
成
し
て
い
る
旧
村
は
大
字
と
呼
び
、
そ
の
た
め
旧
村
内
の
小
区
画

の
字
は
小
字
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

住
居
表
示
は
、
五
所
川
原
村
・
喜
良
市
村
・
十
三
村
は
一
村
で
構
成
さ
れ
て

い
た
た
め
大
字
は
な
く
、
喜
良
市
村
字
千
苅
一
八
六
番

地
三
（
喜
良
市
村
役
場
所
在
地
）
と
な
り
、
そ
れ
以
外

の
村
で
は
七
和
村
大
字
羽
野
木
沢
字
隈
無
一
三
番
地

（
七
和
村
役
場
所
在
地
）
な
ど
と
住
居
表
示
を
行
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
七
月
一
日 

五
所
川
原

村
が
町
制
施
行
し
五
所
川
原
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
月
一
一
日
に
は
金
木
村

が
町
制
施
行
し
金
木
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

五
所
川
原
町
で
は
明
治
以
降
、
人
口
の
増
加
等
に
伴

い
市
街
地
の
拡
大
が
な
さ
れ
便
宜
上
の
区
分
と
し
て
つ

け
ら
れ
た
通
称
地
名
が
多
く
で
き
ま
し
た
。
昭
和
一
一

年
（
一
九
三
六
）
八
月
一
日
、
複
雑
化
し
た
地
名
を
整

理
し
住
居
表
示
を
明
確
化
す
る
た
め
全
町
に
わ
た
っ
て

町
名
変
更
が
実
施
さ
れ
、
一
五
の
字
名
が
現
在
用
い
ら

れ
て
い
る
三
二
の
新
し
い
字
名
（
町
名
）
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
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十
二　

昭
和
の
大
合
併
と
地
名

　

戦
後
、
新
制
中
学
校
の
設
置
管
理
、
市
町
村
消
防
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生

関
係
の
新
し
い
行
政
事
務
が
地
方
自
治
体
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
方
自
治
の
基
盤
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
一
〇

月
一
日
、
町
村
合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
村
の
規
模
を
お
お
む
ね

八
〇
〇
〇
人
以
上
の
人
口
と
な
る
こ
と
を
標
準
と
し
て
小
規
模
町
村
の
合
併
を

行
い
、
町
村
数
は
約
三
分
の
一
に
減
少
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
昭
和
の
大
合
併
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
五
所
川
原
市
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
合
併
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
一
〇
月
一
日　

五
所
川
原
町
、
栄
村
、
中
川
村
、

三
好
村
、
長
橋
村
、
飯
詰
村
、
松
島
村
の
一
町
六
カ
村
が
合
併
し
て
市
制
を
施

行
し
、
五
所
川
原
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
　

同
三
〇
年
三
月
一
日
、
嘉
瀬
村
大
字
毘
沙
門
を
編
入

　
　

同
三
一
年
八
月
一
〇
日
、
金
木
町
大
字
長
富
を
編
入

　
　

同
三
一
年
九
月
三
〇
日
、
七
和
村
（
大
字
下
石
川
を
除
く
）
を
編
入

　
　

同
三
一
年
一
一
月
一
日
、
鶴
田
町
大
字
梅
田
・
中
泉
を
編
入

　
　

同
三
三
年
四
月
一
日
、
木
造
町
大
字
小
曲
を
編
入

　

住
居
表
示
は
関
係
町
村
名
を
廃
止
し
、
大
字
・
字
名
は
従
来
ど
お
り
と
し
ま

し
た
。
五
所
川
原
市
役
所
所
在
地
は
、
五
所
川
原
市
字
旭
町
五
三
番
地
と
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
外
は
五
所
川
原
市
大
字
吹
畑
字
藤
巻
二
四
番
地
（
松
島
支
所

所
在
地
）
な
ど
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
後
の
昭
和
四
二
年
に
松
島
町
、

昭
和
五
二
年
に
み
ど
り
町
、
昭
和
五
五
年
に
若
葉
が
新
し
く
で
き
、
大
字
、
字

の
な
い
五
所
川
原
市
み
ど
り
町
四
丁
目
一
三
〇
番
地
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
栄
所
在
地
）
な
ど
と
な
り
、
住
居
表
示
の
仕
方
は
三
種
類
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
金
木
町
で
は
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
三
月
一
日
金
木
町
、
喜
良
市
村
、

嘉
瀬
村
の
一
町
二
カ
村
が
合
併
し
、
新
制
金
木
町
が
誕
生
し
ま
し
た
。
関
係
町

村
名
を
廃
止
し
て
、
従
来
の
大
字
、
字
は
旧
来
ど
お
り
呼
称
し
ま
す
が
、
喜
良

市
村
は
村
名
を
も
っ
て
大
字
と
し
ま
し
た
。

　

金
木
町
役
場
所
在
地
は
、
金
木
町
大
字
金
木
字
朝
日
山
三
二
三
番
地
と
な
り

ま
し
た
。

　

旧
市
浦
村
で
は
昭
和
三
〇
年
三
月
三
一
日
、
北
津
軽
郡
相
内
村
・
脇
元
村
、

西
津
軽
郡
十
三
村
の
三
カ
村
が
合
併
し
、
新
村
名
は
市
浦
村
と
し
ま
し
た
。
関

係
町
村
名
は
廃
止
し
、
大
字
及
び
字
は
旧
来
ど
お
り
呼
称
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

十
三
村
の
場
合
は
大
字
名
を
十
三
と
し
ま
し
た
。
市
浦
村
役
場
所
在
地
は
、
市

浦
村
大
字
相
内
字
相
内
七
九
番
地
二
と
な
り
ま
し
た
。

十
三　

平
成
の
大
合
併
と
地
名

　

国
は
昭
和
の
合
併
後
も
市
町
村
合
併
特
例
法
を
制
定
し
、
市
町
村
合
併
を
継

続
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
そ
の
後
も
延
長
・
改
正
が
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
新
合
併
特
例
法
）
が

平
成
一
六
年
五
月
二
六
日
に
公
布
さ
れ
、
市
町
村
合
併
を
強
力
に
推
進
し
ま
し

た
。
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の
規
模
の
適
正
化

や
行
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
平
成
一
七
年
三
月
二
八
日
、
五
所
川
原
市
、
金
木
町
、
市
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第
二
節　

自
然
地
名

　

五
所
川
原
市
の
主
要
地
域
は
津
軽
平
野
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
く
ち
に

津
軽
平
野
と
い
っ
て
も
、
地
形
的
特
徴
か
ら
、
次
の
三
つ
の
地
域
か
ら
で
き
て

い
て
、
こ
れ
ら
三
つ
を
ま
と
め
て
津
軽
平
野
と
言
っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

藤
崎
町
よ
り
南
の
扇
状
地
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
低
地
、
藤
崎
町
か
ら
五
所

川
原
ま
で
の
自
然
堤
防
と
後
背
湿
地
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
低
地
、
そ
し
て

五
所
川
原
以
北
の
広
大
な
低
湿
地
か
ら
な
る
三
角
州
性
堆
積
低
地
で
、
五
所
川

原
市
の
主
要
地
域
は
三
つ
目
の
三
角
州
性
低
地
に
で
き
て
い
ま
す
。

　

津
軽
平
野
を
つ
く
っ
て
き
た
主
な
河
川
は
岩
木
川
で
す
が
、
ほ
か
に
平ひ

ら
か
わ川
、

浅あ

せ瀬
石い

し
が
わ川
、
十と

川が
わ

な
ど
の
河
川
の
働
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

五
所
川
原
市
の
東
は
、
梵ぼ

ん
じ
ゅ
さ
ん

珠
山
地ち

を
境
に
蓬
田
村
と
青
森
市
、
西
は
岩
木
川

を
隔
て
て
つ
が
る
市
、
南
は
鶴
田
町
、
北
は
中
泊
町
と
接
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
浦
地
区
の
東
は
、
外
ケ
浜
町
、
中
泊
町
、
北
は
中
泊
町
、
外
ケ
浜
町
、
今
別

町
と
、
南
は
中
泊
町
、
つ
が
る
市
が
境
と
な
っ
て
お
り
、
西
は
日
本
海
と
接
し

て
い
ま
す
。

　

岩
木
川
の
源
は
青
森
・
秋
田
県
境
白
神
山
地
の
雁が

ん
も
り
だ
け

森
岳
（
標
高
九
八
七
ｍ
）

に
あ
り
、
弘
前
市
付
近
で
流
れ
を
北
に
変
え
、
平
川
、
浅
瀬
石
川
、
十と

川が
わ

等
の

支
流
を
合
わ
せ
て
津
軽
平
野
を
貫
流
し
、
砂
州
の
成
長
に
よ
っ
て
で
き
た
潟

湖
・
十
三
湖
に
流
入
し
た
後
、
日
本
海
に
流
出
し
て
い
ま
す
。
流
路
の
長
さ
は

一
○
二
㎞
、
流
域
面
積
二
五
四
○
㎢
の
一
級
河
川
で
、
八
戸
の
馬ま

渕べ
ち
が
わ川
と
と
も

に
県
内
二
大
河
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。
馬
渕
川
と
比
べ
て
流
路
は
短
い
も
の
の
、

流
域
面
積
が
大
き
く
、
か
つ
平
地
が
広
い
の
が
特
色
で
す
。

浦
村
の
三
市
町
村
が
合
併
し
ま
し
た
。
合
併
の
形
式
は
新
設
合
併
と
し
、
新
市

の
名
称
は
「
五
所
川
原
市
」
と
し
ま
し
た
。

　

合
併
に
伴
う
、
町
・
字
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て
み
る
と
、
旧
五
所
川
原
市
の

町
・
字
の
区
域
及
び
名
称
は
現
行
ど
お
り
と
し
ま
し
た
。

　

旧
金
木
町
の
町
・
字
の
区
域
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
現
行
の
名
称
か
ら

「
大
字
」「
小
字
」「
金
木
」
の
文
字
を
除
い
た
名
称
の
前
に
「
金
木
町
」
を
冠

し
た
名
称
と
し
ま
し
た
。「
金
木
町
」
は
「
か
な
ぎ
ち
ょ
う
」
と
読
み
、
金
木

地
区
で
は
次
の
よ
う
な
二
種
類
の
住
居
表
示
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
所
川
原
市
金
木
町
朝
日
山
三
一
九
番
地
一
（
金
木
総
合
支
所
所
在
地
）

　

五
所
川
原
市
金
木
町
嘉
瀬
端
山
崎
七
六
番
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
嘉
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
在
地
）

　

旧
市
浦
村
の
町
・
字
の
区
域
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
現
行
の
名
称
か
ら

「
大
字
」「
小
字
」
の
文
字
を
除
い
た
名
称
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、「
大
字
相

内
字
相
内
」
は
「
相
内
」
と
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
浦
地
区
で
は
、
次
の

よ
う
な
二
種
類
の
住
居
表
示
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
所
川
原
市
相
内
三
四
九
番
地
一
（
市
浦
総
合
支
所
所
在
地
）

　

五
所
川
原
市
十
三
深
津
一
八
七
番
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
在
地
）

　

合
併
後
間
も
な
い
平
成
二
二
年
八
月
二
八
日
、
五
所
川
原
に
中
央
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
が
最
も
新
し
い
地
名
の
誕
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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図３　岩木川下流の三角州（国土地理院５万分の１地形図　昭和14年　金木・小泊）

　

岩
木
川
の
河
口
が
開
く
十
三
湖
は
、
縄
文
時
代
前
期
頃
は
「
古
十
三
湖
」
と

い
わ
れ
る
五
所
川
原
付
近
ま
で
広
が
っ
て
い
た
大
き
な
潟せ

き

湖こ

で
し
た
が
、
現
在

の
よ
う
な
十
三
湖
に
な
っ
た
の
は
平
安
時
代
初
め
頃
で
す
。
十
三
湖
に
注
ぐ
岩

木
川
河
口
に
で
き
た
三
角
州
は
典
型
的
な
も
の
で
教
科
書
に
も
載
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
囲い

に
ょ
う
て
い

繞
堤
（
三
角
州
の
ま
わ
り
を
取
り
囲
む
堤
防
）
に
よ
り
干
拓
さ
れ
、

過
去
の
よ
う
な
三
角
州
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
水
深
は
浅
く
、
深
い
と

こ
ろ
で
三
ｍ
、
面
積
は
明
治
時
代
初
め
頃
は
四
八
八
〇
ha
あ
り
ま
し
た
が
、
河

川
に
よ
る
埋
積
や
干
拓
が
行
わ
れ
て
現
在
は
一
七
七
〇
ha
と
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　

五
所
川
原
市
東
側
の
津
軽
半
島
を
東
西
に
分
け
る
背
骨
に
当
た
る
と
こ
ろ
は

津
軽
山
地
と
呼
ば
れ
、
津
軽
山
地
の
う
ち
大お

お
く
ら
だ
け

倉
岳
（
標
高
六
七
七
ｍ
）
を
最
高

と
し
て
、
魔
の
岳
（
四
七
四
ｍ
）、
馬
の
神
山
（
五
四
九
ｍ
）、
梵ぼ

ん
じ
ゅ
さ
ん

珠
山
（
四
六

八
ｍ
）、
源げ

ん
ぱ
ち
も
り

八
森
（
三
五
二
・
五
ｍ
）、
又ま

た
し
ろ
や
ま

白
山
（
一
四
二
・
一
ｍ
）
な
ど
か
ら

な
る
部
分
は
梵
珠
山
地
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
西
へ
向
か
っ
て
低
く
な

り
、
大だ

い
し
ゃ釈
迦か

丘
陵
、
前ま

え

田だ

の

め
野
目
台
地
、
金
木
台
地
を
経
て
、
平
野
部
と
な
り
ま

す
。
一
方
、
五
所
川
原
市
最
北
部
の
津
軽
山
地
を
な
す
四よ

つッ
滝だ

き
や
ま山
（
標
高
六
六

九
・
六
ｍ
）、
木き

無な
し

岳だ
け

（
五
八
七
・
三
ｍ
）
な
ど
か
ら
な
る
山
地
は
中な

か
や
ま
さ
ん

山
山
地ち

と
も
呼
ば
れ
、
南
へ
向
か
っ
て
低
く
な
り
市
浦
台
地
を
つ
く
り
、
十
三
湖
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

梵
珠
山
地
で
知
ら
れ
る
滝
に
は
飯
詰
の
不ふ

動ど
う

ノの

滝た
き

、
小
田
川
の
藤ふ

じ
の
た
き滝
、
喜
良

市
小
田
川
山
母も

沢さ
わ

の
七
ツ
滝
、
金
木
川
の
鹿か

の

こ
ノ
子
滝だ

き

が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
で
は
、
日
本
三
大
美
林
の
ひ
と
つ
で
あ
る
青
森
ヒ
バ
林
は
、
金
木
、
喜

良
市
、
川
倉
の
山
林
が
そ
の
中
核
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ヒ
バ
の
伐
採
が
進
み
、

現
在
は
供
給
量
を
公
表
し
な
が
ら
、
需
要
に
対
し
て
計
画
的
に
供
給
が
行
わ
れ

て
資
源
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
一
部
植
林
も
し
て
い
ま
す
が
、
ヒ

バ
の
特
性
を
生
か
し
、
天
然
更
新
の
占
め
る
割
合
も
大
き
い
と
い
い
ま
す
。
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第
三
節　

人
文
地
名

　

津
軽
地
方
の
道
路
は
、
承じ

ょ
う
お
う応

二
年
（
一
六
五
三
）
の
「
津つ

が
る
り
ょ
う
ど
う
て
い
ち
ょ
う

軽
領
道
程
帳
」

（
青
森
県
「
歴
史
の
道
」
調
査
報
告
書
）
に
よ
る
と
、
城
下
町
弘
前
を
中
心
に

放
射
状
に
造
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
通
り
（
道
路
）
は
高
杉
通
り
、
碇
ヶ
関

通
り
、
青
森
通
り
な
ど
九
つ
の
通
り
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
所
川
原
市
に
関
わ
る
通
り
は
、
津
軽
山
地
西
麓
を
南
か
ら
北
へ
通
る
下し

も

ノの

切き
り
ど
お
り通で
、
羽
州
街
道
沿
い
の
葛
野
村
（
藤
崎
町
）
並
び
に
銀

し
ろ
が
ね
む
ら
村
（
青
森
市
）
の

両
村
を
起
点
と
し
て
、
持も

っ

子こ

沢ざ
わ

村
（
五
所
川
原
市
）
で
合
流
し
、
飯
詰
村
、
中

柏
木
村
、
嘉
瀬
村
、
喜
良
市
村
、
金
木
村
、
中
里
村
、
今
泉
村
、
相
内
村
、
磯

松
村
、
脇
元
村
を
経
て
終
点
小
泊
村
へ
至
る
道
で
す
。
現
在
五
所
川
原
市
を
通

る
県
道
三
六
号
五
所
川
原
金
木
線
並
び
に
国
道
三
三
九
号
の
一
部
は
、
基
本
的

に
下
ノ
切
通
を
も
と
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

交
通
の
主
役
は
道
路
で
す
が
、
ほ
か
に
渡わ

た
し

、
橋
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
渡
で
は

元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
○
三
）
の
記
録
に
十
三
渡
が
見
ら
れ
、
安
政
年

間
（
一
八
五
四
～
五
九
）、
岩
木
川
の
渡
に
は
赤
堀
、
藻
川
、
神
原
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
十
三
渡
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
明
治

一
四
年
（
一
八
八
一
）
の
『
青
森
県
治
一
覧
表
』
に
岩
木
川
の
渡
と
し
て
、
五

所
川
原
村
五
所
川
原
渡
（
水
幅
一
二
六
ｍ
）、
中
川
村
田
川
赤
堀
渡
（
水
幅
一

八
○
ｍ
）、
三
好
村
藻
川
渡
（
水
幅
一
六
二
ｍ
）、
金
木
村
神
原
渡
（
水
幅
八
六

ｍ
）、
十
川
の
渡
で
は
五
所
川
原
村
尻
無
渡
（
水
幅
四
七
ｍ
）、
十
三
湖
に
は
十

三
渡
（
水
幅
五
○
四
ｍ
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

川
の
対
岸
と
の
往
来
は
歩
い
て
渡
る
の
が
大
部
分
で
、
舟
渡
は
一
部
で
し
た
。

橋
と
な
れ
ば
極
め
て
稀
で
し
た
。
天
和
年
間
（
一
六
八
一
～
八
三
）
十
川
に
姥

萢
橋
（
五
所
川
原
）
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
洪

水
で
流
失
し
、
し
ば
ら
く
仮
橋
で
し
の
い
だ
後
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に

永え
い
だ
い代
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
時
代
初
期
の
十
川
に
架
け
ら
れ
ら
れ
て
い

た
橋
に
姥
萢
橋
の
ほ
か
に
広
田
橋
が
あ
り
ま
す
。
金
木
川
で
は
金
木
橋
が
架
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
乾

い
ぬ
い

橋
（
五
所
川
原
）
は
明
治
一
七
年
、
県
費
で
長
さ
七
六

間
（
約
一
五
二
ｍ
）、
幅
三
間
（
約
六
ｍ
）
の
橋
が
新
た
に
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

津
軽
平
野
の
開
拓
・

稲
作
に
は
用
水
確
保
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

藩
政
期
に
造
ら
れ
た
主

な
溜
池
を
あ
げ
る
と
、

記
録
に
よ
っ
て
一
様
で

あ
り
ま
せ
ん
が
、
慶
長

年
間
（
一
五
九
六
～
一

六
一
四
）
後
半
、
長な

が

橋は
し

・
金か

ね

山や
ま
お
お
た
め
い
け

大
溜
池
が
造

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
元
禄
年
間
（
一
六

八
八
～
一
七
〇
三
）
に

藤ふ
じ
え
だ枝
溜
池
（
川
倉
）、

文
政
年
間
（
一
八
一
八

～
二
九
）
に
二に

のノ
沢さ

わ

溜

図４　藤枝溜池
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池
（
五
所
川
原
市
長
富
）、
清き

よ
ひ
さ久
溜
池
（
五
所
川
原
市
嘉
瀬
）
が
築
造
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
後
に
な
る
と
、
小
河
川
の
谷
の
出
口
を
堰せ

き
止
め
た
溜
池
が

各
地
に
造
ら
れ
、
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

灌
漑
用
水
堰
に
は
、
四
代
藩
主
信
政
の
時
代
に
五
所
川
原
・
鶴
田
地
方
の
新

田
灌
漑
用
排
水
の
た
め
に
開
削
し
た
五ご

所し
ょ
が
わ
ら
ぜ
き

川
原
堰
（
元
禄
四
年
・
一
六
九
一
年

に
完
成
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
堰
は
藤
崎
町
白し

ろ

子こ

の
平
川
右
岸
か
ら
取
水
し
、

鶴
田
、
六
郷
、
栄
、
五
所
川
原
、
中
川
、
三
好
と
い
っ
た
五
所
川
原
地
方
の
水

田
を
潤う

る
お

し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
俵た

わ
ら
も
と
し
ん
で
ん

元
新
田
開
発
の
た
め
開
削
さ
れ
た
排
水
を
主

と
し
た
阿あ

べ部
堰ぜ

き

が
あ
り
ま
す
。
宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

事
業
は
、
開
発
地
一
帯
は
池
沼
が
多
く
低
湿
地
の
た
め
困
難
を
極
め
、
二
四
年

と
い
う
年
月
を
要
し
て
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
完

成
に
よ
っ
て
豊
成
・
福
山
・
浅
井
・
水
野
尾
・
富
升
・
米
田
・
末
広
・
富
川
の

八
カ
村
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
○
年
（
一
九
五
五
）
代
か
ら
日
本
の
経
済
は
発
展
し
、
上
水
道
お
よ

び
工
業
用
水
等
の
水
需
要
が
増
え
、
水
源
確
保
の
必
要
か
ら
多
目
的
ダ
ム
が
建

設
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
に
飯
詰
ダ
ム
、
昭
和
五
四

年
（
一
九
七
九
）
小
田
川
ダ
ム
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
各
集
落
の
神
社
は
祖
先
が
生
ま
れ
た
土
地
の
守
り
神
と
し
て
集
落
の
草

創
以
来
産う

ぶ
す
な
が
み

土
神
を
祭
っ
て
信
仰
し
生
活
と
一
体
化
し
て
い
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
の
頃
か
ら
、
武
神
と
し
て
の
信
仰
面
が
強
い
八
幡
信
仰
が
浸
透
し
、

八
幡
宮
が
勧
請
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
津
軽
で
は
津
軽
統
一
の
頃
か
ら
勧
請
が
行

わ
れ
て
い
き
、
五
所
川
原
地
方
で
は
江
戸
時
代
前
半
に
飯
詰
八
幡
宮
（
寛
文
五

年
再
建
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）、
五
所
川
原
八
幡
宮
（
寛
文
一
〇
年
・
一
六
七

〇
年
再
興
）、
大
永
年
間
（
一
五
二
一
～
二
六
）
に
金
木
八
幡
宮
が
創
立
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
伊
勢
信
仰
が
高
ま
り
、
各
地
に

神
明
宮
が
勧
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
津
軽
で
も
藩
祖
為
信
が
天
照
大
神

を
伊
勢
か
ら
城
内
に
勧
請
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
前
半
、
市
浦
地
区
十
三
に

十
三
神
明
宮
（
寛
文
四
年
勧
請
、
延
宝
四
年
再
興
）、
五
所
川
原
地
区
で
は
五

所
川
原
神
明
宮
（
寛
文
四
年
）
が
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
稲
の
霊
力

を
神
と
し
て
祭
る
よ
う
に
な
っ
た
稲
荷
信
仰
が
あ
り
ま
す
。
青
森
県
で
は
藩
政

時
代
以
降
現
代
ま
で
、
現
世
利
益
の
神
と
し
て
幅
広
く
広
が
っ
た
信
仰
で
五
所

川
原
地
区
で
は
方
々
に
創
建
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
所
川
原
市
の
お
も
な
寺
院
を
あ
げ
て
み
る
と
、
五
所
川
原
地
区
に
は
末
広

町
に
喰
川
山
龍
泉
寺
（
曹
洞
宗
）、
隆
光
山
法
永
寺
（
日
蓮
宗
）、
光
徳
山
玄
光

寺
（
浄
土
真
宗
）、
元
町
に
成
田
山
大
善
院
（
真
言
宗
）、
川
端
町
に
願
昌
寺

（
浄
土
宗
）、
飯
詰
に
長
円
寺
（
曹
洞
宗
）
等
が
あ
り
ま
す
。
金
木
地
区
に
は
金

木
山
雲
祥
寺
（
曹
洞
宗
）、
金
龍
山
南
台
寺
（
浄
土
真
宗
）、
青
蓮
山
妙
乗
寺

（
日
蓮
宗
）、
朝
日
山
照
蓮
院
（
浄
土
宗
）
等
が
あ
り
ま
す
。
市
浦
地
区
に
は
十

三
山
湊
迎
寺
（
浄
土
宗
）、
湊
栄
山
願
龍
寺
（
浄
土
真
宗
）
が
あ
り
ま
す
。

　

五
所
川
原
地
区
の
遺
跡
は
、
丘
陵
下
部
に
は
ほ
ん
の
一
部
が
点
在
す
る
の
み

で
、
ほ
と
ん
ど
が
津
軽
平
野
に
面
し
た
台
地
（
段
丘
）
に
存
在
し
て
お
り
、
平

野
部
に
は
平
安
時
代
以
降
の
新
し
い
遺
跡
が
み
ら
れ
ま
す
。
数
多
く
あ
る
遺
跡

の
中
で
主
な
も
の
と
し
て
は
、
旧
石
器
時
代
で
は
、
古
代
か
ら
中
世
と
さ
れ
る

福
島
城
跡
内
郭
か
ら
旧
石
器
が
出
土
し
て
お
り
、
持
子
沢
の
隠
川
（
２
）
遺
跡

か
ら
は
旧
石
器
の
細
石
刃
が
で
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
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代
へ
の
移
行
期
の
も
の
と
し
て
金
木
の
相
野
山
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
縄
文
時
代

で
は
草
創
期
の
芦
野
（
１
）
遺
跡
、
前
期
の
原
子
溜
池
（
１
）
遺
跡
、
中
期
の

原
子
溜
池
（
３
）
遺
跡
、
後
期
・
晩
期
の
観
音
林
遺
跡
、
平
安
時
代
で
は
丘
陵

部
の
鞠
ノ
沢
窯
跡
、
犬
走
（
３
）
遺
跡
、
平
野
部
で
は
十
三
盛
遺
跡
、
稲
葉
遺

跡
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

城
館
で
は
市
浦
地
区
に
平
安
時
代
後
期
に
築
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
福
島
城

と
唐
川
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
福
島
城
は
最
近
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
た

遺
物
の
時
期
と
大
土
塁
を
造
っ
て
計
画
的
な
町
割
が
進
め
ら
れ
た
十
三
湊
遺
跡

の
最
盛
期
と
が
一
致
し
、
福
島
城
は
中
世
十
三
湊
の
時
代
に
手
を
加
え
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
の
中
世
城
館
で
は
、
浪

岡
北
畠
氏
の
家
臣
原
子
兵
内
兵
衛
の
居
城
と
伝
え
ら
れ
る
原
子
城
、
神
山
左
京

之
助
の
居
館
で
あ
る
神
山
館
跡
、
金
山
大
溜
池
の
北
端
に
あ
り
、
戦
闘
用
の
臨

時
的
館
と
み
ら
れ
て
い
る
金
山
館
、
松
野
木
に
あ
り
大
き
な
空
堀
を
巡
ら
し
た

長
者
森
館
跡
、
領
域
支
配
の
拠
点
と
な
る
本
城
（
根
城
）
で
朝
日
左
衛
門
尉
が

城
主
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
飯
詰
城
が
あ
り
ま
す
。

　

五
所
川
原
地
区
の
公
園
に
は
南
か
ら
持
子
沢
の
狼
野
長
根
公
園
、
栄
町
の
菊

ケ
丘
運
動
公
園
、
松
野
木
の
長
者
森
平
和
公
園
、
飯
詰
の
不
動
公
園
、
金
木
地

区
で
は
芦
野
公
園
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
芦
野
池
沼
群
県
立
自
然
公
園
が
あ
り

ま
す
。

　

市
浦
地
区
の
十
三
湖
と
七
里
長
浜
海
岸
北
部
は
、
津
軽
国
定
公
園
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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